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ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
入
試
制
度
改
革
が

意
欲
あ
る
受
験
生
を
後
押
し
す
る

神
奈
川
大
学　

K
anagaw

a U
niversity

創
立
１
０
０
周
年
を
前
に

入
試
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し

１
９
２
８
年
、神
奈
川
大
学
は
横
浜
・

桜
木
町
を
発
祥
の
地
と
し
て
誕
生
し
た
。

法
学
科
や
貿
易
科
の
開
設
に
続
き
、外

国
語
学
部
や
国
際
経
営
学
科
を
創
設
す

る
こ
と
で
、国
際
社
会
の
変
化
に
も
柔
軟

に
対
応
。
世
界
に
通
用
す
る
人
材
の
育

成
に
努
め
て
き
た
。
２
０
２
１
年
に
は
国

際
都
市
・
横
浜
の
中
で
も
、最
も
先
進
的

な「
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
」に
新
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
設
。
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
の
改

革
に
と
ど
ま
ら
ず
、ソ
フ
ト
面
に
お
い
て

も
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
充
実
や
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
な
ど
を
進

め
て
き
た
。現
在
、２
０
２
８
年
の
創
立
１

０
０
周
年
に
向
け
て
様
々
な
改
革
を
進

め
る
中
、特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、

大
幅
な
入
試
制
度
改
革
で
あ
る
。

２
０
２
6
年
度
入
試
か
ら
、従
来
の
Ａ

Ｏ
入
試
と
公
募
制
推
薦
入
試
を
統
合
し
、

２
種
類
の『
総
合
型
選
抜
』を
開
始
。
10

月
に
は
出
願
資
格
を
評
定
平
均
値
の
み

と
し
た『
総
合
型
選
抜（
総
合
評
価
型
）』

を
、11
月
に
は
２
科
目
の
適
性
検
査
と
評

定
平
均
値
、書
類
審
査
の
総
合
評
価
で

判
定
す
る『
総
合
型
選
抜（
適
性
検
査

型
）』を
実
施
。い
ず
れ
も
学
校
長
の
推

薦
書
は
不
要
で
、多
く
の
学
部
で
他
大
学

と
併
願
可
能
だ
。さ
ら
に
、『
総
合
型
選
抜

（
適
性
検
査
型
）』は
同
一
試
験
日
併
願
が

で
き
、２
併
願
目
の
入
学
検
定
料
は
無
料

に
。
英
語
外
部
試
験
の
利
用
も
開
始
し

た
。
そ
し
て
、『
一
般
入
試（
前
期
）』で
は
、

全
学
統
一
型
を
導
入
。全
国
各
地
に
試
験

会
場
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、複

数
学
科
を
同
一
試
験
日
に
受
験
で
き
る
た

め
学
内
併
願
が
し
や
す
く
、同
試
験
で
も

英
語
外
部
試
験
利
用
を
可
能
と
し
た
。

分
か
り
や
す
さ
が
目
に
留
ま
り

志
願
者
数
と
接
触
者
数
が
増
加

受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
つ
つ
負

担
軽
減
を
遂
げ
た
入
試
制
度
改
革
は
、

結
果
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

例
え
ば
、『
総
合
型
選
抜（
総
合
評
価

型
）』の
全
体
の
志
願
者
数
は
、昨
年
度
の

Ａ
Ｏ
入
試
と
公
募
制
推
薦
入
試
の
合
計

と
比
較
し
、約
１・７
倍
に
増
加
。
特
に
文

系
学
部
が
高
倍
率
と
な
り
、一
番
倍
率
が

高
か
っ
た
経
営
学
部
は
約
８・９
倍
に
ま

で
達
し
た
。「
評
価
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な

る
総
合
評
価
型
と
適
性
検
査
型
を
併
願

す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
」と

広
報
担
当
者
は
語
る
。
ま
た
、Ａ
Ｏ
入
試

か
ら『
総
合
型
選
抜
』へ
の
名
称
変
更
が

受
験
生
の
目
に
留
ま
り
、学
部
間
で
出
願

資
格
を
統
一・
明
確
化
し
た
こ
と
が
、受
験

や
併
願
の
し
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
た
と
分

創立100周年に向け、ハード・ソフトの
両面で、様々な改革を行ってきた神奈
川大学。その最後のピースともいえる入
試制度改革は、よりチャレンジしやすく、
分かりやすい内容へと変化した。受験
生に寄り添う、その新制度を紹介する。
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さ
ら
に
、返
還
不
要
の
奨
学
金
と
し
て

全
国
的
に
知
ら
れ
る『
給
費
生
制
度
』も
、

昨
今
の
経
済
事
情
を
踏
ま
え
、4
年
間

で
給
付
さ
れ
る
総
額
を
最
大
８
８
０
万

円
か
ら
９
２
０
万
円
へ
増
額
し
た
（
毎
年

継
続
審
査
あ
り
）。
94
年
の
歴
史
あ
る
こ

の
制
度
は
、多
く
の
学
生
の
修
学
支
援
を

し
て
お
り
、今
後
も
学
生
た
ち
の
大
き
な

モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

神
奈
川
大
学
は
横
浜
エ
リ
ア
で
２
キ
ャ

ン
パ
ス
体
制
を
整
え
、学
部・学
科
改
組
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
編
、産
官
学
連
携
等

の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。
次
の

１
０
０
年
に
ふ
さ
わ
し
い『
知
の
拠
点
』を
、

意
欲
あ
る
学
生
が
活
用
し
、今
後
も
教

育
と
社
会
が
つ
な
が
る
好
循
環
が
生
ま

れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

指
し
、一
部
の
学
部
の
み
で
実
施
し
て
い
る

入
試
方
式
を
廃
止
し
、可
能
な
限
り
全

学
部
学
科
で
統
一
す
る
方
針
で
す
」と
、さ

ら
な
る
入
試
制
度
改
革
に
意
欲
を
示
す
。

入
学
検
定
料
の
併
願
割
引
に
加
え

給
費
生
へ
の
奨
学
金
も
増
額

受
験
生
の
負
担
を
見
直
し
、２
０
２
6

年
度
入
試
か
ら
入
学
検
定
料
の
併
願
割

引
を
拡
充
。『
総
合
型
選
抜（
適
性
検
査

型
）』、『
一
般
入
試（
全
学
統
一
型
）』、『
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
』に
お
い

て
、２
併
願
目
を
無
料
に
し
た
こ
と
で
金

銭
的
な
負
担
が
大
き
い
地
方
の
受
験
生

や
、費
用
面
か
ら
国
公
立
大
学
を
第
一
志

望
と
す
る
受
験
生
か
ら
好
評
を
博
し
た
。

析
す
る
。
総
合
型
選
抜
全
体
で
の
志
願

者
数
は
約
4
千
人
と
な
り
、『
一
般
入
試
』

と『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
』

も
昨
年
度
の
志
願
者
数
を
大
き
く
上
回

っ
た（
２
０
２
6
年
2
月
現
在
）。

な
お
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
イ
ベ
ン

ト
で
の
接
触
者
数
も
、3
月
か
ら
9
月
ま

で
の
段
階
で
昨
年
度
か
ら
約
1
万
５
千

人
増
と
過
去
最
高
水
準
と
な
っ
た
。
な
か

で
も
、夏
休
み
前
に
実
施
し
た
入
試
説
明

会
の
参
加
者
数
は
、前
年
と
比
べ
約
8
倍

と
な
り
、保
護
者
の
参
加
も
大
幅
に
増
加
。

社
会
的
な
反
響
も
大
き
く
、高
校
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
メ
デ
ィ
ア
取
材
の
依
頼
も
過
去
最

多
だ
っ
た
と
い
う
。

次
年
度
の
入
試
制
度
改
革
で

さ
ら
な
る
統
一
化
を
図
る

入
試
制
度
改
革
は
、２
０
２
７
年
度
入

試
で
も
継
続
し
て
行
わ
れ
る
。ま
ず
、一
般

入
試
の
共
通
テ
ス
ト
併
用
型
を
廃
止
し
、

一
部
の
学
部
の
み
に
適
用
さ
れ
て
い
た『
一

般
入
試（
得
意
科
目
型
）』の
対
象
学
部

を
拡
大
。
さ
ら
に『
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
利
用
入
試
』の「
3
教
科
型
」と
「
4

教
科
型
」を
全
学
部
で
導
入
し
、国
公
立

大
学
志
望
者
の
併
願
ニ
ー
ズ
を
取
り
込

む
。「
入
試
制
度
の
分
か
り
や
す
さ
は
、

多
く
の
受
験
生
が
求
め
て
い
た
こ
と
だ
と

今
年
度
の
改
革
で
実
感
し
ま
し
た
。
次

年
度
も
よ
り
分
か
り
や
す
い
入
試
を
目

神奈川大学

1928年に「横浜学院」として創立以来、建学の精神「質実剛健・
積極進取・中正堅実」のもと、自立した教養ある社会人の輩出
を行ってきた神奈川大学。キャリア教育や豊富に揃う独自の
奨学金制度など、一人ひとりの成長を応援するための体制が
整う。今後も11学部23学科1プログラムを擁する総合大学と
してのスケールメリットを活かし、新たな時代に求められる
研究・教育に取り組んでいく。（写真は横浜キャンパス）

●DATA
〒221-8686　神奈川県横浜市神奈川区六角橋3-27-1
TEL 045-481-5661（代）

https://www.kanagawa-u.ac.jpURL
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国際都市・横浜に
多様な教育を展開できる

環境を確立
神奈川大学では創立100周年となる2028年に向けて、様々な改革を進めてきた。
その象徴ともいえるのが、2021年にグローバル企業が集積する中核地に開設した
「みなとみらいキャンパス」。既存の横浜キャンパスも都市型キャンパスと呼ぶにふさ
わしい立地だが、みなとみらいキャンパスはビジネスの現場により近く、その鼓動を直
接感じられる点が強みである。同キャンパスには、2020年に新設された国際日本学
部などグローバル系の3学部が移転し、一方の横浜キャンパスには理工系の5学部
が集結。これにより、学部の垣根を越えた多様な教育が展開される環境が整った。
以前から産官学連携や大学発のベンチャー企業の支援などを積極的に行ってきた
神奈川大学だが、横浜エリアの2キャンパス体制によって、こうした活動が今まで以
上に活発に行われることが期待される。

みなとみらいキャンパス
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